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はじめに
情報通信技術（ICT）は近年ますます急速
に発展し続けています。その ICTを数学的に
支えているのが，情報数理という学問領域で
す。ここで情報数理の全貌を端的に説明した
いところですが，その研究対象は幅広く，ま
たさまざまな研究分野に跨るため，関わるす
べてを挙げることは非常に困難です。
そこで本稿ではまず，当学科の情報数理コ
ースでは実際にどのような研究が行われてい
るかを紹介したいと思います。
研究内容
江川嘉美研究室では，グラフ理論について
研究しています。
グラフ理論でいうグラフは，例えばネット
ワークにおける機器のつながり方を抽象化し
たものです（図１）。ネットワークにおいては，
幾つかの機器や回線が不良になったときも，
ノード間のつながりが保たれることが重要で
す。このようなネットワークの強さを表すの
が，グラフの連結度という概念です。さて，
機器や回線の追加・削除によりネットワーク
が変化したときにグラフの連結度がどう変化
するかは，実はとても複雑です。その複雑さ
のなかで一般的に成立する定理を見つけるこ
とが，一つの中心的な課題となっています。
佐藤洋祐研究室と関川浩研究室では，計算
機代数について研究しています。
計算機代数は，数式処理システムと呼ばれ
るソフトウェア（商用ではMathematicaやMa-
ple，フリーではMaximaやRisa/Asirなど）の基
礎となる理論です。数式処理システムを利用
すると，コンピュータによって数学の定理を
自動的に証明したり，数学の問題を自動的に
解いたりすることができます。例えば，難し
い不定積分の計算や多項式の因数分解が瞬時
にできますし，大学入試問題等の大部分があ
っという間に解けてしまいます。詳しい解説
が後のページにありますので，続きはそちら
をご覧下さい。
柳田昌宏研究室では，情報理論について研
究しています。
情報理論は，データをより効率的によ
り確実に，伝送したり蓄積したり処理し
たりするための理論です。私たちが日常
的に触れている情報通信機器では，内容
を保ったままデータの量を減らしたり
（データ圧縮），データの一部で発生した
誤りを自動的に訂正したり（誤り訂正）
を絶え間なく行っていますが，これらは
共に情報理論の応用です。情報理論で
図１　２機器または２回線が不良の際に
つながりを保つネットワーク
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は，まずデータのもつ情報を数
量化することにより，それらの
議論を数学的に行えるようにし
ます。エントロピーをはじめと
するそれらの情報量の性質を調
べることが，主なテーマの一つ
です。
 
授業科目と卒業研究
このような情報数理の研究に
挑もうとする学生たちのため
に，当学科では次の授業科目を
用意しています。これらの科目
を学ぶことにより，情報数理の
研究に必要とされる知識と能力を，効率的か
つ系統的に修得することができます（図２）。
（必修科目）  コンピュータ数学基礎１お
よび演習
（選択必修科目）  コンピュータ数学基礎２お
よび演習，情報理論１・２，
  マルチメディア概論，ネッ
トワーク概論，情報処理１
（選択科目）  電子計算機特論，有限数学
２・３，ソフトウェア科学
１・２，情報処理２，アル
ゴリズム論１・２
そして，卒業研究で情報数理を探求した学
生たちは，年度末に行われる発表会におい
て，例えば次のようなタイトルで講演を行っ
ています。
（江川研究室）
⃝　２-辺連結グラフの強連結な向き付け
⃝　 プッシュダウンオートマトンにおける決
定性と非決定性の能力差
⃝　自然数の着色と不定方程式
（佐藤研究室）
⃝　限量子消去による大学入試問題の解法
⃝　 グレブナー基底による大学入試問題の解
法
⃝　 初等幾何学のグレブナー基底による自動
定理証明
（関川研究室）
⃝　計算機代数における代数方程式の扱い
⃝　デカルトの符号律による実根の分離
⃝　 与えられた範囲における複素根の数え上
げ
（柳田研究室）
⃝　 素数は無限個 ～情報理論によるアプロ
ーチ～
⃝　情報理論に基づく宝くじの買い方の考察
⃝　２枚の封筒問題とエントロピー
おわりに
先に述べた通り，応用数学の研究テーマは
複数の分野に跨ることが多く，ジャンル分け
が難しいことが応用数学の一つの特徴です。
本稿で紹介した情報数理の研究分野につい
ても，数式処理は数値計算と融合して両者の
いいとこ取りを目指した数値数式融合計算な
どにおいて計算数学の領域と交わりますし，
情報理論と統計科学が重なる部分には，確率
分布族のパラメータ推定，仮説検定，通信路
符号化など，多くの分野があります。このよ
うに当学科の３コースの境界はとても曖昧で
あることを強調して，本稿を閉じたいと思い
ます。
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